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施工説明書

オトトロ 43mm

置床防音材

置床防音材 オトトロ43mm は捨張一体型の床下地材です。
床衝撃音低減性能「⊿LL（II）-3S」及び「⊿LH(II)-2S」を実現した、 
集合住宅・マンションに最適な床防音システムです。
マットと締結部材（ジョイント）を用いて敷き並べて使用します。

・電動ノコギリ（丸のこ）　・スケール　・カッターナイフ
・ほうき　・ちりとり

◯製品概要

◯施工に必要な道具

१ॖঞントトছॖマット
OY-430施工要領

○૑要な੊఻
・ਗ਼৿ঀ॥ॠリீقᏟك
・スॣール
・カッॱー
・ऺअき
・ठॉとॉ

○製品໪要
१ॖঞントトছॖマット OY-430は捨張঳৬஑の෫ৣ৉材です。
マットと締結部材を用いて敷き並べていく製品です。

フローリング

締結部材
マットكOY४ঙॖントق
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○製品ல஘
・マット
910mmك長さق 455mm xك்ق 43mm xكௐさق

・締結部材قOY४ঙॖントك
104mmك長さق 104mm xك்ق 7mm xكௐさق

૑要な場合ك捨張合板ق・
1820mmك長さق 910mm xك்ق
నষ૎、຿ा੢୤をਞにさोる場合ਝ定してください。
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○施工ুದ
1.施工を઩める৐に

・スছঈのਂಮを確認してください。
ਂಮが1000mmにणき3mmਰ上がँる場合ঞঋリング
で調整をउൢいします。

・スছঈの上に०঑がないेअに஬྽してください。

・フローリングの্਱を確認してください。
マットの長ু্਱をフローリングにৌしてઉষ্਱
に敷いてください。

2.マットの敷き並べ

⋇ഓ部に締結部材を用いながैマットを敷いてください。
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⋈マットの脚に締結部材をはめ੢॒でください。

⋉締結部材をஂしながैマットを敷き੢॒でください。

⋊ವまॉに合ॎせてマットをカットし、ลఠ材の脚材
部分をજॉ਄ॉ、શਲ਼のଓౄ脚をቦॉહऐてください。

⇑⇩⇥∞↖⇑⇩⇮

締結部材に↷→て∄⇩⇮ӷٟに10mm↝ᨤ᧓⇁ᄩ̬↖ⅼ↭ↈ
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⋋マットはঞンफ़張ॉで敷くため၉ਯഔのੂめのマット
はഈ部ऊै475mmのਜ਼置でカットしてください。

※マットのカットはঃーॳクル঎ーॻ部分のाீᏟで
જ૵した後、ลఠ材をカッॱーでカットしていただく
とਸ工がල౐です。

※ವまॉ部でマットの்が200mmਰৣになる場合は৐の
ഔのマットをカットするなनして調整してください。

475mm

ໜዴ↝ˮ置↖⇑⇩⇮し↭ↈ

ɺᥛ↖⇑⇩⇮

⇑⇩⇥∞↖⇑⇩⇮
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○敷き並べ図

3.フローリングの施工

無垢フローリングはフローリングメーカーの施工要領書に
従い施工してください。

※捨張合板を施工しない場合、無垢フローリングと製品の
固定には長さ38 mmのフロア用スクリュー釘またはフロア
用ステープル釘を使用してください。

○その他の注意事項

・製品の上に資材を仮置をする場合は1ヶ所にまとめず、
分散させて置いてください。

・マットを敷いた後にマット同士の隙間を確認してください。
隙間がない場合は正確にマットの脚が締結部材にはまって
いないので調整してください。

※締結部材はラインに合わせて設置してください
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◯敷き並べ図
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